
○　本校の概要 令和7年3月14日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。

4
２：
90％
未満

Ｃ

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方
を実施している。

3

97.1 Ｄ

4

98.2

　学校評価保護者アンケート「学校
は、地域やPTOと連携してこどもを育
てている」の設問に、肯定的回答をし
た保護者の割合

 　昨年度本校　９８．９％

　今年度本校　９８．２％

　今年度も昨年度の数値とほとんど
変わらず、多くの保護者の皆様から
肯定的なご意見をいただくことができ
た。今年度は、運動会においてPTO
によるリモート配信など、新たな試み
もあり改めて、学校とPTOの連携を
保護者にしめすことができた。また、
今年度よりコミュニティスクールも発
足されたことから、次年度はより、地
域の皆様のお力をかり、地域の特色
を最大限生かして、児童の育成に取
り組んでいきたい。

Ａ 7

・PTOの活動は「できる人がやる活動」なので、やってもやら
なくても良い活動。その中でこの数字は素晴らしいと思いま
す。運動会にも足を運ばせていただいたり、展覧会にも行っ
たりしましたが、やはり嶺町小は人数が多くそして保護者も学
校に協力的なすばらしい地域だと思います。これらの地域を
今までの先輩が創り上げてくださったと思うと今後も地域の力
を借りて学校を盛り上げていく必要があると思います。
・地域としても最大限の努力は惜しみません。地域の行事に
もこどもたちだけでなく、教師の参加も歓迎します。
・運動会のＺＯＯＭ配信のアイディア等ありがとうございまし
た。大変好評でしたので、こうした取り組みはいろいろな学校
で広がっていくと良いですね。子供たちの主体性、多様性、地
域未来に結びつく活動を続けていきたいと思います。
・コミュニティスクールも発足したばかりで、まだまだ暗中模索
の状態ですが、引き続き学校と協力して、地域のこどもたちの
成長のために、微力ながら支援できればと思います。
・これからの時代は個性がどんどん認められていくので、学校
としても横と同じではなく、「嶺町小」の個性を生み出していけ
ると支えがいがさらに上がります。

３：
95％
未満

Ｂ

１：
80％
未満 Ｄ

3

92.1

 学校評価保護者アンケート「学校
は、タブレット活用等、ICT教育に取り
組んでいる」の設問に、肯定的回答
をした保護者の割合

  昨年度本校　９６．２％

　今年度本校　９２．１％

　昨年度より、ポイント下げてしまっ
たが、教職員のICT研修会について
は、昨年度より回数を増やし、毎月
一回のペースで行っている。研修内
容もタブレットの使い方だけではな
く、タブレットを活用して問題解決的
な学習を行う方法にするなど、スキ
ルアップをしている。学習で効果的に
タブレットを活用している場面を保護
者に「まなびポケット」の「保護者チャ
ンネル」等で発信していき、理解をえ
られるようにしていく。
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地域コミュ
ニティの核
としての学
校づくりや
地域の特色
を生かした
学校づくり
を進めると
ともに、学
校・家庭・
地域が連
携・協働し
て、地域社
会全体でこ
どもたちを
育成しま
す。

①「地域コミュニティの核と
しての学校づくり」を目指し
て地域と学校が連携・協働し
た様々な活動を実施してい
る。

3

98.2

学校評価保護者
アンケート「学
校は、地域や
PTOと連携して
こどもを育てて
いる」の設問
に、肯定的回答
をした保護者の
割合

４：
95％
以上

１：
80％
未満

Ａ 7

・宿題提出等もタブレットで共有したりと活用方法が増えてき
ている反面、保護者としては、タブレットを触って何をしている
のかわからない状態なのではないでしょうか。「こんなアプリ
でこんなことができる」等の情報発信は必要だと思います。
・ICTの効果的な活用方法については、年を追うごとに向上し
ていると思います。アンケートの数値目標も大切ではあります
が、先生方のスキル向上のための施策をぜひ今後とも継続し
ていってほしいと思います。
・ICTは家庭環境の役割も大きい。ただ、学校公開などで見る
限りには6年生のスライドを使った発表などよかったです。一
方、インターネットで調べるだけでまとめる傾向になっている
のは注意が必要です。
・タブレット活用については、保護者が思っている以上に活用
いただいていることを子供たちとの会話で感じます。毎月のお
便りで「デジタル活用日記」のような形でＩＣＴ活用例などをご
紹介していただくことはできないでしょうか。

３：
95％
未満 Ｂ 1

２：
90％
未満 Ｃ

個

別

目

標

６

柔

軟

で

創

造

的

な

学

習

空

間

と

安

全

・

安

心

な

教

育

環

境

を

つ

く

り

ま

す

学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進す
るととも
に、児童・
生徒の安
全・安心を
向上させる
ための教育
を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づ
くりを踏まえて、学習環境を
整備している。

3

97.1
学校評価保護者
アンケート「学
校は、タブレッ
ト活用等、ICT
教育に取り組ん
でいる」の設問
に、肯定的回答
をした保護者の
割合

４：
95％
以上

②避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。

4

4

１：
50％
未満

Ｄ

3

66.9

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「困りごとや不安がある
時に、先生や学校にいる大人にいつ
でも相談できますか」の設問に肯定
的回答をした児童の割合

　全国の平均　　６７．１％

　今年度本校　６６．９％

　教員アンケートについては、３項目
とも１００％「おおむねできた」と回答
している。本校の全教職員は、インク
ルーシブ教育を目指し、学校いじめ
防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見、早期対応等のた
めの組織的な対応常に心掛け、ス
クールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生
徒・保護者が相談しやすい環境を整
備し、一人ひとりの能力や可能性を
最大限に伸ばすことを意図した指導
や支援を行えるよう日々努力をして
いる。しかし、困りごとや不安がある
時に、先生や学校にいる大人にいつ
でも相談できていないと感じている
児童も３割いる。今後早急に相談す
る方法や場を児童に伝えていく必要
がある。

Ａ 3

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、
早期発見、早期対応等のため
の組織的な対応を実施してい
る。

4

・深刻な問題ほど言い出せないという状況は大人・こども関わ
らずあると思います。PTOや地域の方でも、個人情報をしっか
り守りながら、見守っていける環境作りが重要であると思いま
す。
・先生や学校にいる大人だけでなく、児童や地域の大人とも
気軽に相談できるような環境作りが必要だと思います。
・先生とこどもたちの意識の差があることが気になります。先
生も静かで問題のなさそうな児童に対してはなかなか時間が
とれないのではないかと思います。タブレットをうまく活用して
何かあったらいつでも連絡してきていいよなどという受け皿が
あれば言いたいときに相談できたり、自分から発信が苦手な
児童にも声をかけてあげられるのではないかと思います。定
期的ないじめアンケートなどだけでなく、身近な大人にいつも
で声をかけれらる体制づくりができることを期待します。
・先生方の側からは、児童からの相談を受け入れる体制に
なっているようですが、成果評価からは、それが一部の児童
に伝わっていないことが読み取れます。多くの児童に伝わる
ように、メッセージの発信の仕方を工夫していただければと思
います。
・学校生活を見ていると先生はいつも忙しくされている。また
下校も早くしないといけないので、本当に困っているときは声
をかけずらいだろうとは思います。児童からの声を聞く場を何
かつく等あってもいいのかなとも思います。

３：
68.5
％未
満

Ｂ 4

２：
60％
未満

Ｃ 1

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーと
の連携等、児童・生徒・保護
者が相談しやすい環境を整備
し、一人ひとりの能力や可能
性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行ってい
る。

4

92.9

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「先生は、あなたのよい
ところを認めてくれていると思います
か」の設問に、肯定的回答をした児
童の割合
　
　全国の平均　　８９．９％

　昨年度本校　　８５．５％

　今年度本校　９２．９％
（当てはまる　５４．３％
どちらｋといえば当てはまる　３８．
８％）

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「先生は、あなたのよい
ところを認めてくれていると思います
か」の設問に、肯定的回答をした児
童の割合は昨年度の本校の結果、
全国の平均と比較しても高いものと
なっている。教職員アンケートでも
「個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実の視点による授業改
善を行っている。」と「専門性を生か
したり、地域の特色を生かしたりして
教育活動を行っている」の２項目は９
７．７％と高い水準だが、「教職員の
業務適正化等に取り組み、児童・生
徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を
行っている。」は８３．３％に留まって
いる。次年度はより教職員の心にゆ
とりが生まれるように、職場環境の改

Ａ 7
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困難のある
児童・生徒
一人ひとり
の状況にあ
わせて教育
環境を整え
るととも
に、相談機
能の充実を
図ること
で、すべて
の児童・生
徒が自分ら
しくいきい
きと生きる
ための学び
を支援しま
す。

①インクルーシブ教育システ
ムの構築に向けて、教員の資
質・能力の向上や校内におけ
る支援体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との連携等
を行っている。

4

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「困りごとや不
安がある時に、
先生や学校にい
る大人にいつで
も相談できます
か」の設問に肯
定的回答をした
児童の割合が全
国平均以上

４：
68.5
％以
上

・仕事というものはどんな職業でも多少はつらい場合があるも
のだと思いますが、特に小学校の教員は負担が大きいところ
も多くあるかと思います。何か手助けになったりもっと楽しい
気持ちになったりなれるように保護者としてできることはない
か、考えてみます。
・先生方が一人一人の児童と向き合いながら指導するために
は、先生方の働く環境は改善され、心のゆとりを持てることが
不可欠であると思います。引き続き、魅力的な職場環境の実
現を目指すことを期待しています。
・先生が一生懸命取り組んでくださっていることからこどもたち
の自己肯定感が高いということだと思います。一方で先生自
身は無理をしている部分もあるということだと思います。学校
も組織なので一人の人に負担が偏らないように仕事分担する
ことや4月～3月まで先生方が安定的に勤務できることがとて
も大切だと思います。
・教師の授業力向上には職場環境が必要です。こどもたちも
教師も心のゆとりが大切です。
・我が家のこどもたちの話しを聞いていると「先生は好きだけ
ど、怒ると怖い」と言っています。しっかりとメリハリの聞いた
授業の展開や指導をしてくれているのだと思います。子供た
ちの信頼を得ながらしっかり学級の統制をはかっていくこと
は、心労もあると思いますし、いつもニコニコした先生ではい
られないという大変さがあると思いますが、本結果から先生
方の思いはしっかりこどもたちに伝わっていると感じました。

３：
87.1
％未
満

Ｂ 1

２：
80％
未満

Ｃ

１：
70％
未満

Ｄ
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標
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力
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力

を

向

上

さ

せ

ま

す

校内研究等
のOJTの充実
を通して、
教師の授業
力を向上さ
せます。ま
た、質の高
い教育を実
現するた
め、学校の
組織的な運
営力を向上
します。あ
わせて、教
師がやりが
いをもって
働くことが
できる魅力
的な環境づ
くりを進め
ます。

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。

3

97.1

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「先生は、あな
たのよいところ
を認めてくれて
いると思います
か」の設問に、
肯定的回答をし
た児童の割合が
全国平均以上

４：
87.1
％以
上

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を
生かしたりして教育活動を
行っている。

3

97.1

③教職員の業務適正化等に取
り組み、児童・生徒に教員が
向き合う時間を確保する等、
ウェルビーイングを高める取
組を行っている。

3

83.3

Ｃ

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

3

97.2

１：
70％
未満

Ｄ

4

92.9

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「自分には、よいところが
あると思いますか」の設問に、肯定
的回答をした児童の割合

　全国の平均　　８４％

　昨年度本校　　８４．１％

　今年度本校　９２．９％
　（当てはまる　４８％
どちらｋといえば当てはまる　４４．
９％）

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「自分には、よいところが
あると思いますか」の設問に、肯定
的回答をした児童の割合、経年で比
較しても、年々上がっている。一昨年
度が７２％、昨年度が８４．１％、今年
度が９２．９％となり、毎年１０ポイン
トずつ上がっている。教員による「誉
める活動」が浸透し、行事だけでなく
日々の教育活動において、様々「誉
める」ことを探し、機会を捉えて声を
かけていることがポイント上昇につな
がっていると考える。また、その内容
を各家庭と共有することで、ご家庭で
もお声掛けしていただいている状況
が児童一人一人の自信につながっ
ている。今年度よりコミュニティスクー
ルになった強みを生かして、次年度
は地域からも様々な場面でお声掛け
していただけるようにしていきたい。

Ａ

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

3

97.2

２：
80％
未満

7

・素晴らしい結果であると思います。特に日本では、大人に
なっても「自己表現が苦手」「人前で話せない」といいたことは
ビジネスでも課題になっているので、こどもたちが自己肯定感
効力感をもって自信をもてるようになっていることは、ポジティ
ブな将来に向けての材料になると思います。
・誉めて伸ばすことは良いことだと思います。こどもたちの自
信にもつながり能力向上につながると思います。
・素晴らしい結果だと思います。一方で気になることは児童ア
ンケート12．「自分には良いところがある」でC・Dを選んだ子
が15％程いることです。単純に考えても各クラスに数人はそう
考えているこどもがいるというところは注目すべき点だと思い
ます。A・Bを選ぶこどもは家庭でも学校でも居場所があり誉
められる経験がある。一方でC・Dを選んだこどもは誉められ
るどころか否定されているかもしれないと思うと、より多くの大
人がこどもたちに関わり様々な視点で良さを発見してあげる
ことが大切だと思います。そのためには保護者や教師、関わ
る大人の心の余裕が必要だと思います。
・自己肯定感が多いことは素晴らしい。誉める活動を続けてく
ださい。
・生きる力を育むうえで、自己肯定感の向上は非常に大切で
あると思いますが、成果指標の結果が年々向上していること
は、大変好ましいことだと思います。先生方からこどもたちへ
の日々の働きかけが実を結んでいると思います。
・ポイントが上昇し続けていることは本当にすごいことだと思
います。「誉める活動」をすることで注意すべき点も聞く耳を持
つようになる。さらに家庭との連携をしてる点がこどもたちの
自己肯定感を伸ばしている結果につながっていると思いま
す。家庭と学校が同じ方向を向くことが大切であると思いま
す。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべての
こどもに確かな学力の育成を
図っている。

3

91.6

３：
84.1
％未
満

Ｂ 1

3

90.7

 学校評価保護者アンケート「学校
は、こどもたちの人権を尊重して指導
している」の設問に、肯定的回答をし
た保護者の割合

　昨年度本校　９７．５％

　今年度本校　９０．７％

　「我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異
なる文化や価値観をもつ相手を理解
し、互いに尊重し合う心の育成を
図っている。」の項目について、教員
アンケートでは、１００％の教員が「お
おむねできた」と回答している。しか
し、保護者アンケートの結果は６．８
ポイント下がっている。次年度は人
権週間以外でも人権についての取
組を広く保護者地域に伝えていく。ま
た、人権教育の視点をもった各教科
の指導では、その意味や内容が児童
や保護者には伝わっていないことが
ある。学校では全教育活動を通して
人権に配慮した取組をしていること
を、「まなびポケット」の連絡機能を活
用するなどして、広報してく。

Ａ 5
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児童・生徒
が豊かな人
生を生きて
いく上で基
礎となる力
として、豊
かな心や確
かな学力、
健やかな体
を育成しま
す。また、
乳幼児期か
ら中学校ま
での一貫性
のある教育
を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

4

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「自分には、よ
いところがある
と思いますか」
の設問に、肯定
的回答をした児
童の割合が全国
平均以上

４：
84.1
％以
上

・昨今の世界情勢において、アメリカではトランプ政権が復活
し、DEIの揺り戻しが起きるなど、これまでのリベラルな気風か
ら自国主義やマイノリティ保護への反発・反動も起きていま
す。日本には目に見える形での影響は多くはないかもしれま
せんが、こどもたちには、人権意識や社会保障・マイノリティの
方がへ高く意識をもって育ってもらいたい考えています。
・羽田空港を玄関口としてもつ大田区の地域性を生かして
もっと英語力を身に付けてほしい。
・保護者のポイントが下がったことに関して私なりに考えてみ
ました。コロナ禍が終わり本格的に外国の方が多く日本を訪
れたり留学する学生や海外に仕事で行く機会も増えていて、
その中でコロナ禍で果たし来た「世界とつながる人材を育成」
という課題が学校だけでなく家庭や日々の生活でも体験でき
るようになり、シフトされていったのではないかと思います。私
が見る限り、があ校での異文化交流や英語教育、日本の伝
統を知り、お互いをりかいすることは十分に果たせていると思
います。
・野外活動で見かける先生方は怒鳴ることなく穏やかに指導
している。
・人権教育についての取り組みや、今後の改善策については
概ね適切であると考えます。ただ、掲げている目標に対する
成果目標としては、人権教育の視点だけでなく、より広い視点
からの成果指標の設定をおこなうことが望ましいと感じます。

３：
83.5
未満

Ｂ 2

２：
80％
未満

Ｃ 1

１：
70％
未満

Ｄ
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英語での実
践的なコ
ミュニケー
ション能力
を高めると
ともに、我
が国や郷土
の伝統文化
に触れ、尊
重する心
や、協力し
ていく態度
を育成しま
す。また、
国際社会・
地域社会に
関心をも
ち、持続可
能な社会を
形成してい
く態度を形
成します。

①外国語教育指導員の活用な
どにより、英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増や
し、英語力やコミュニケー
ション能力の向上、豊かな国
際感覚の育成を図っている。

３

88.8

学校評価保護者
アンケート「学
校は、こどもた
ちの人権を尊重
して指導してい
る」の設問に、
肯定的回答をし
た保護者の割合

４：
95％
以上

②我が国や郷土の伝統や文化
の学習、人権教育を推進し、
自分とは異なる文化や価値観
をもつ相手を理解し、互いに
尊重し合う心の育成を図って
いる。

4

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、
その解決に向けて考え、行動
する力の育成を図っている。

3

94.4

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくり
を推進し、自ら考え判断する
力や、他者と協働していく力
の育成を図っている。

３

97.2 ２：
80％
未満

Ｃ

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

３

94.4

１：
70％
未満

Ｄ

Ａ 7

・新たな取り組みに尽力いただき感謝しております。
・展覧会の「こども学芸員」など学業によらずとも課題を与え
ることで児童が主体性をもって、取り組む機会を多く提供いた
だいており、本目標の向上に向けて積極的に取り組んでいた
だているとの理解です。
・地域のために何ができるかではなく、地域のために何をやる
かが大事なことだと思います。
・全国学力・学習状況調査（6年生）児童質問紙「地域や社会
をよりよくするために何かしてみたいと思いますか」の設問に
肯定的回答が増えたのはすばらしいことだと思います。
・「おおたの未来づくり」では、自分たちの地域についてより探
求をし、課題を見つけ地域のためにできることを学校ごとに考
えていくことができると思うのこどもたちの日々の地域へのか
かわり方も見えると思いますし、先生方（地域と直接かかわり
のない方も多いと思うので）導き方も大事になると思います。
多摩川活動はその大きな柱になると思うので期待しておりま
す。
・成果指標が昨年度よりも大幅に向上している点は、高く評価
できると思います。次年度以降も引き続き、地域の特色を生
かした教育活動が実践されることを期待しています。
・多摩川に近く、川に入れるという恵まれた環境を生かした学
習は大変すばらしい。ただ、野外活動は得手不得手があるの
で展覧会など地域へのアピールはどんどん進めてほしい。
「おおたの未来づくり」が楽しみです。

３：
83.5
未満

Ｂ 1

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄
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社会の様々
な課題を自
分事として
捉え、主体
的に考え、
他者と協働
し、問題解
決していく
意欲や、予
測困難な未
来社会を切
り拓いてい
くために重
要な創造力
や課題解決
力、情報活
用能力を育
成します。

①STEAM教育等の教科等横断
的な学びや科学教育を推進
し、課題解決力や新たな価値
を創造する力の育成を図って
いる。

３

91.5

全国学力・学習
状況調査（6年
生）児童質問紙
「地域や社会を
よりよくするた
めに何かしてみ
たいと思います
か」の設問に、
肯定的回答をし
た児童の割合が
全国平均以上

４：
83.5
以上

3

83.4

　全国学力・学習状況調査（6年生）
児童質問紙「地域や社会をよりよくす
るために何かしてみたいと思います
か」の設問に、肯定的回答をした児
童の割合

　全国の平均　　８３．５％

　昨年度本校　　７２．９％
　
　今年度本校　８３．４％

　本校では1年生から６年生まで継続
して「多摩川活動」を行うなど、地域
に出て学ぶ機会は充実している。し
かし与えられた課題に受け身で取り
組むことが多く、児童一人ひとりに課
題意識を持たせることは十分とは言
えなかった。次年度は大田区の新教
科「おおたの未来づくり」を校内研究
に位置づけ、問題解決的な学びに地
域とともに取り組み、地域のために
何ができるか自分ごととして考えるこ
とのできる児童の育成に取り組んで
いく。

令和６年度　大田区立嶺町小学校　自己評価　報告書

  　○学級数・児童数・教員数　　　２７学級，　児童数８２７名（令和５年９月５日現在），　教員数４２名（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭１５名、教諭２１名、養護教諭２名）．
　　〇今年度の目指す学校像　　「よく学びよく遊ぶ　みんながいきいきしている学校」
　　○校内研究　　　　　　　　　　 ・研究主題　「問い続け、学び続ける児童の育成　　～文学的な文章の読む活動を通して ～」
　　○特色ある教育活動　　　　　・多摩川活動等の地域学習　　　・縦割り班、児童会等、異年齢交流活動の充実　　・外遊び・運動時間の確保と計画的体力向上策
　　〇家庭・地域との連携　　　　 ・ＰＴＯ・地域と連携した行事の実施「夏のキラキラ☆スクール、夏休み子どもまつり等」　　・スクールサポートみねまちとの連携「みねみん、みねっ子スクール等」　　・学校運営協議会との連携

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価


